
沿革（年表）

Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長

校
長
︵
指
導
者
︶

︵
猪
俣 

陽
子 

①
︶

日
本
人
会
を
結
成
︑
教
育
部
が
設
け
ら
れ
日
本
語
教
室
の
開
校
を
検
討

◦
横
井
庄
一
発
見

︹
日
本
︺
パ
ン
ダ
﹁
カ
ン
カ
ン
・
ラ
ン
ラ
ン
﹂
一
般
公
開
︵
上
野
動
物
園
︶

︹
日
本
︺
沖
縄
返
還

︵
岡
田 

延
代 

②
︶

日
本
航
空
空
港
事
務
所
会
議
室
に
て
日
本
語
教
室
開
校
︵
日
曜
日
の
み
︶

こ
れ
が
グ
ア
ム
補
習
授
業
校
︵
以
下
﹁
補
習
校
﹂
︶
の
始
ま
り
と
な
る

︹
日
本
︺
第
一
次
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク

︵
川
辺 

美
弥
子 

③
︶

日
本
人
会
事
務
所
の
開
設
に
伴
い
ジ
ョ
イ
ナ
ス
ホ
テ
ル
に
移
転

佐
藤 

真
一 

④

セ
ン
ト
ジ
ョ
ー
ン
ズ
校
に
移
転
し
︑
日
本
語
補
習
校
と
し
て
開
校

第
一
回
運
動
会
開
催

︹
世
界
︺
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
終
結

︹
日
本
︺
第
二
次
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク

︹
世
界
︺
日
中
平
和
友
好
条
約
調
印

大
貫 

周
一 

⑤

フ
ジ
タ
ホ
テ
ル
に
移
転

◦
第
一
回
日
本
人
会
秋
祭
り
開
催

︹
日
本
︺
新
東
京
国
際
空
港
︵
成
田
︶
開
港

︹
世
界
︺
世
界
初
の
体
外
受
精
児
誕
生

◦
グ
ア
ム
と
対
馬
が
姉
妹
島
提
携

︹
日
本
︺
日
本
初
の
静
止
衛
星
打
ち
上
げ
成
功

︹
日
本
︺
王 

貞
治 

七
五
六 

号
本
塁
打
世
界
新
記
録
達
成

︹
日
本
︺
ロ
ッ
キ
ー
ド
事
件

◦
超
大
型
台
風
﹁
パ
メ
ラ
﹂
直
撃

9

（児童生徒数）2828313165
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【昭和47】【昭和48】【昭和49】【昭和50】【昭和51】【昭和52】【昭和53】【昭和54】

︹
世
界
︺
イ
ラ
ン
イ
ラ
ク
戦
争
開
戦

69

1980

９

【昭和55】

︹
世
界
︺
ス
ペ
ー
ス
シ
ャ
ト
ル
﹁
コ
ロ
ン
ビ
ア
﹂
初
飛
行

グ
レ
イ
ハ
ン
ド
ド
ッ
ク
レ
ー
ス
場
で
運
動
会
開
催

81

1981
【昭和56】

◦
読
売
巨
人
軍
の
グ
ア
ム
キ
ャ
ン
プ
︵
一
九
九
二
年
ま
で
︶

︹
日
本
︺
五
百
円
硬
貨
発
行

︹
日
本
︺
カ
ー
ド
公
衆
電
話
︵
テ
レ
ホ
ン
カ
ー
ド
登
場
︶

80

1982
【昭和57】

現
地
採
用
講
師
謝
金
の
国
庫
援
助
開
始

４

沿革（年表）

Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長

校
長
︵
指
導
者
︶

10

柿
原 

義
夫

 

渡
辺 

正
雄 

⑥

11４５

19851986 1984

﹁
日
本
人
会
補
習
校
規
約
﹂
を
制
定

﹁
グ
ア
ム
日
本
人
会
補
習
校
﹂
と
改
名

︹
世
界
︺
プ
ラ
ザ
合
意

◦
日
本
人
会
秋
祭
り
は
イ
パ
オ
公
園
で
開
催

﹁
グ
ア
ム
日
本
人
会
補
習
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
﹂
発
足

全
校
生
の
通
知
簿
作
成

︷
世
界
︺
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
原
子
力
発
電
所
事
故

︹
日
本
︺
新
札
発
行
︵
一
万
円
・
五
千
円
・
千
円
︶

大
貫 

周
一 

⑤

93106105

【昭和59】【昭和60】【昭和61】

︹
日
本
︺
東
京
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド
開
園

85

1983
【昭和58】

新
崎 

盛
弘

石
井 

秀
嗣

ボ
ダ
リ
オ 

久
子 

⑦

７ ４６11４４

198719881989

タ
ム
ニ
ン
グ
エ
レ
メ
ン
タ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
Ｅ
棟
に
移
転
︵
六
教
室
を
借
用
︶

﹁
補
習
校
校
舎
建
設
委
員
会
﹂
設
立

Ｐ
Ｔ
Ａ
広
報
誌
創
刊

Ｐ
Ｔ
Ａ
広
報
誌
﹁
か
え
ん
樹
︵
火
焔
樹
︶
﹂
と
し
て
第
二
号
発
行

︹
世
界
︺
ブ
ラ
ッ
ク
マ
ン
デ
ー
︵
株
価
大
暴
落
︶

日
本
人
会
総
会
に
て
日
本
人
学
校
︵
全
日
制
︶
の
設
立
を
決
議

﹁
日
本
人
学
校
設
立
準
備
委
員
会
︵
変
更
︶
﹂
発
足

◦
大
型
台
風
﹁
ロ
イ
﹂
直
撃

︹
世
界
︺
イ
ラ
ン
イ
ラ
ク
戦
争
停
戦

◦
マ
イ
ク
ロ
ネ
シ
ア
モ
ー
ル
開
業

日
本
人
学
校
﹁
ア
ガ
ナ
日
本
人
学
校
﹂
開
校
式
・
第
一
回
入
学
式

全
日
制
と
補
習
校
に
分
離

︵
全
日
制
は
Ｐ
Ｉ
Ｃ
ホ
テ
ル
の
一
室
を
教
室
と
し
て
授
業
開
始
︶

︹
日
本
︺
昭
和
天
皇
崩
御
﹁
平
成
﹂
に
改
元

︹
日
本
︺
消
費
税
︵
三
％
︶
実
施

︹
世
界
︺
天
安
門
事
件

︹
世
界
︺
ベ
ル
リ
ン
の
壁
崩
壊

︹
世
界
︺
マ
ル
タ
会
談
︵
冷
戦
終
結
︶

130147125

【昭和62】【昭和63】【平成元】\【昭和64】

１

文
集
創
刊
︵
﹁
こ
こ
な
つ
﹂
の
前
身
︶



Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長

校
長
︵
指
導
者
︶

沿革（年表）
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1995

８

新
ス
ク
ー
ル
バ
ス
運
行
開
始

︹
世
界
︺
ウ
ィ
ン
ド
ウ
ズ　

発
売

95

【平成７】

ボ
ダ
リ
オ 

久
子 

⑦

中
島 

則
夫

中
村 

英
房 

⑧

五
十
嵐 

珠
美

渡
辺 

正
雄 

⑨

比
嘉 

宏
美

藤
田 

照
代

岡
本 

は
る
み

石
関 

一
彦

５１３２４ １

◦
大
韓
航
空 

八
〇
一
便
ジ
ャ
ン
ボ
旅
客
機
ニ
ミ
ッ
ツ
ヒ
ル
に
墜
落

︹
世
界
︺
香
港
が
中
国
に
返
還

︹
日
本
︺
消
費
税
変
更
︵
五
％
︶

︹
世
界
︺
ダ
イ
ア
ナ
元
皇
太
子
妃
が
交
通
事
故
死

◦
グ
ア
ム
新
国
際
空
港
供
用
開
始

◦
超
大
型
台
風
﹁
パ
カ
﹂
直
撃

オ
ー
プ
ン
ス
ク
ー
ル
実
施

補
習
校
創
立
二
十
五
周
年
記
念
式
典

︹
日
本
︺
郵
便
番
号
七
桁
化

﹁
グ
ア
ム
日
本
人
学
校
﹂
に
校
名
を
変
更

日
本
人
学
校
︵
全
日
制
︶
創
立
十
周
年
記
念
式
典
・
祝
賀
会

グ
ラ
ウ
ン
ド
整
備
完
成
︵
グ
ラ
ウ
ン
ド
開
き
・
記
念
植
樹
︶

︹
世
界
︺
欧
州
統
一
通
貨
﹁
ユ
ー
ロ
﹂
導
入

︹
日
本
︺
改
正
男
女
雇
用
均
等
法
施
行

︹
世
界
︺
マ
カ
オ
が
中
国
に
返
還

日
本
人
学
校
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
開
設

◦
グ
ア
ム
プ
レ
ミ
ア
ア
ウ
ト
レ
ッ
ト
開
業

︹
日
本
︺
二
千
円
札
発
行

︹
日
本
︺
Ｂ
Ｓ
デ
ジ
タ
ル
放
送
開
始

︹
世
界
︺
ア
メ
リ
カ
同
時
多
発
テ
ロ

日
本
人
学
校
︵
全
日
制
︶
幼
稚
部
開
設

︹
日
本
︺
公
立
学
校
週
五
日
制

日
本
人
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
シ
ェ
ル
タ
ー
完
成

日
本
人
学
校
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
室
に
Ｌ
Ａ
Ｎ
整
備

◦
Ｍ
七
の
地
震
発
生

◦
超
大
型
台
風
﹁
チ
ャ
タ
ー
ン
﹂
直
撃

◦
超
大
型
台
風
﹁
ポ
ン
ソ
ナ
﹂
直
撃

199720002001 199819992002
150135118104 159147

【平成14】 【平成13】 【平成12】 【平成11】 【平成10】 【平成９】

久
場 

乙
美

◦
大
型
台
風
﹁
デ
ー
ル
﹂
接
近

1996
150

【平成８】

イ
エ
ン 
悦
子

４

国
語
授
業
を
全
学
年
土
曜
日
に
集
中
し
て
実
施

Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長

校
長
︵
指
導
者
︶

沿革（年表）

11

園
山 

千
恵
子

３

1990

新
校
舎
竣
工
式
︵
全
日
制
・
補
習
校
と
も
現
在
地
に
移
転
︶

日
本
人
学
校
第
一
回
卒
業
式
︵
全
日
制
︶

︹
日
本
︺
東
京
株
式
市
場
が
大
暴
落
︵
バ
ブ
ル
崩
壊
︶

122

校
歌
制
定

４

【平成２】

中
村 

千
代
子

沖
山 

里
子

原
田 

洋
子

４ ３12

1991199219931994

８10 ９

小
学
生
向
け
日
本
語
教
室
開
設

第
一
回
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
開
催

︹
世
界
︺
ソ
ビ
エ
ト
連
邦
解
体
︵
ロ
シ
ア
独
立
国
家
共
同
体
誕
生
︶

◦
超
大
型
台
風
﹁
ユ
リ
﹂
直
撃

︹
世
界
︺
Ｅ
Ｃ
欧
州
連
合
条
約
︵
マ
ー
ス
ト
リ
ヒ
ト
条
約
︶
調
印

︹
日
本
︺
Ｐ
Ｋ
Ｏ
協
力
法
成
立
︵
自
衛
隊
を
カ
ン
ボ
ジ
ア
に
派
遣
︶

◦
超
大
型
台
風
﹁
オ
マ
ー
﹂
直
撃

︹
日
本
︺
日
本
人
初
の
宇
宙
飛
行
士
︵
毛
利
衛
︶
宇
宙
へ

◦
台
風
﹁
ブ
ラ
イ
ア
ン
﹂
接
近

◦
大
型
台
風
﹁
エ
ル
シ
ー
﹂
接
近

◦
大
型
台
風
﹁
ゲ
イ
﹂
接
近

◦
台
風
﹁
ハ
ン
ト
﹂
接
近

︹
日
本
︺
公
立
学
校
第
二
土
曜
日
休
み

ア
ガ
ナ
日
本
人
学
校
文
部
省
認
定
校
に
認
定

リ
ザ
マ 

真
理
子

５12

﹁
補
習
校
創
立
二
十
周
年
記
念
誌
﹂
発
行

◦
Ｍ
八
・
二
大
地
震
発
生
︵
十
八
時
二
十
三
分
︶

日
本
人
学
校
多
目
的
コ
ー
ト
完
成

◦
グ
ア
ム
島
戦
五
十
周
年
日
米
合
同
慰
霊
祭

◦
大
型
ス
ー
パ
ー
Ｋ
マ
ー
ト
開
業

︹
日
本
︺
新
関
西
国
際
空
港
開
港

◦
Ｄ
Ｆ
Ｓ
タ
モ
ン
地
区
に
移
転

﹁
グ
ア
ム
日
本
人
学
校
理
事
会
﹂
発
足

成
人
向
け
日
本
語
教
室
開
設

ス
ク
ー
ル
バ
ス
運
行
開
始

◦
超
大
型
台
風
﹁
ラ
ス
﹂
直
撃

◦
サ
ン
ド
キ
ャ
ッ
ス
ル
開
業

ボ
ダ
リ
オ 

久
子 

⑦

142152157 128

イ
エ
ン 

悦
子

︹
日
本
︺
阪
神
淡
路
大
震
災
発
生

︹
日
本
︺
公
立
学
校
第
二
第
四
土
曜
日
休
み

︹
日
本
︺
Ｐ
Ｈ
Ｓ
︵
簡
易
型
携
帯
電
話
シ
ス
テ
ム
︶
サ
ー
ビ
ス
開
始

︹
日
本
︺
地
下
鉄
サ
リ
ン
事
件

今年の漢字（公益財団法人日本漢字能力検定協会）

143

1995
【平成７】 【平成６】 【平成５】 【平成４】 【平成３】



Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長

校
長
︵
指
導
者
︶

10

日
本
人
学
校
︵
全
日
制
︶
創
立
三
十
周
年
記
念
式
典

オ
ン
ラ
イ
ン
・
リ
モ
ー
ト
授
業
開
始

小
住 

智
子 

⑮

森
本 
進

︵
ブ
エ
ナ
ビ
デ
ス 
真
紀
子
︶

山
田 

真
奈
美 

グ
ッ
ド
マ
ン
セ
ン

井
澤 

恒
晴 

⑯

佐
藤 

康
隆 

⑰

武
石 

大
吾

３

カ
ラ
バ
オ
贈
呈
式

︹
世
界
︺
気
候
変
動
枠
組
条
約
第
　
回
締
約
国
会
議
︵COP21

︶

21

︹
世
界
︺
Ｗ
Ｈ
Ｏ
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
﹁
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
﹂
を
宣
言

︹
世
界
︺
イ
ギ
リ
ス
が
Ｅ
Ｕ
を
離
脱

︹
日
本
︺
消
費
税
変
更
︵
一
〇
％
︶

︹
日
本
︺
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
幕

２

Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
の
再
開

︹
世
界
︺
ロ
シ
ア
が
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
侵
略
開
始

︹
日
本
︺
北
朝
鮮
弾
道
ミ
サ
イ
ル
日
本
上
空
を
通
過

◦
日
本
人
会
秋
祭
り
三
年
ぶ
り
に
開
催

10

補
習
校
創
立
五
十
周
年
記
念
事
業
︵
校
章
・
マ
ス
コ
ッ
ト
制
定
︶

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
で
対
面
授
業
休
止
︵
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
の
休
止
︶

６

対
面
授
業
再
開

５

20152019 201620172018202020212022
8681868780784550

７

日
本
人
学
校
に
校
内
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
整
備

　
　
　
　
　
　
全
教
室
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
配
備

８

沿革（年表）
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【平成27】【平成28】【平成29】【平成30】【令和元】\【平成31年】【令和２】【令和３】【令和４】

︹
日
本
︺
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
ス
タ
ー
ト

◦
グ
ア
ム
博
物
館
開
館

習
熟
度
別
学
習
・
漢
字
能
力
検
定
・
日
本
語
検
定
を
導
入

４

日
本
語
検
定
委
員
会
よ
り
特
別
賞
を
受
賞

Ｐ
Ｔ
Ａ
体
制
の
変
更
︵
Ｐ
Ｔ
Ａ
広
報
誌
﹁
か
え
ん
樹
﹂
休
刊
︶

︹
日
本
︺
皇
位
継
承
﹁
令
和
﹂
に
改
元
︵
五
月
︶

校
外
学
習
実
施 (G

u
a

m
 M

u
se

u
m

, H
isto

ric
a

l In
a

la
ja

n
 Fo

u
n

d
a

tio
n

)

９

︹
日
本
︺
太
平
洋
戦
争
終
戦
七
十
五
周
年

５

グ
ア
ム
補
習
授
業
校
創
立
五
十
周
年
記
念
日
︵
五
月
二
十
日
︶

2023
【令和５】

11

中
学
部
修
学
旅
行
︵
東
京
・
横
浜
方
面
︶

Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長

校
長
︵
指
導
者
︶

青
木 

一
美

森
本 

洋
子 

⑪

野
々
村 

雅
之

山
上 

幸
男 

⑫

石
関 

一
彦

︹
日
本
︺
中
部
国
際
空
港
︵
セ
ン
ト
レ
ア
︶
開
港

︹
世
界
︺
京
都
議
定
書
発
効

︹
日
本
︺
個
人
情
報
保
護
法
施
行

◦
ホ
ー
ム
デ
ポ
開
業

20042005200620072008
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沿革（写真）

• 1975年９月 日本語補習校開校式• 1976年 始業式（セントジョーンズ校）

• 1976年 自衛艦見学

• 1976年 第１回運動会　　　
（セントジョーンズ校）

• 1976年 遠足（タロフォフォフォール）

• 1978年 運動会（フジタホテル）

1975 ～ 1978

15

沿革（写真）

• 1982年 入学式

• 1984年 遠足（ガンビーチ） • 1985年 卒業式（フジタタモンビーチホテル）

• 1981年 運動会
        （ドックレース場）

1979 ～ 1985

16

• 1979年 習字教室



• 1992年 フリーマーケット（中学部３年生）• 1992年 体力測定（小学部）

• 1992年 記念植樹（小学部６年生）• 1991年 餅つき大会

• 1990年 新校舎竣工式

1990 ～ 1992

沿革（写真）

18

• 1987年 入学式 • 1987年 中学部卒業式

• 1989年 ジーゴ平和寺訪問

• 1989年 日本人学校開校式
　　　　（相鉄トロピカーナホテル）

• 1989年 新校舎起工式

• 1990年 中学部修学旅行（京都平安神宮）

　　　　（相鉄トロピカーナホテル）

• 1989年 中学部修学旅行（サイパン）

1987 ～ 1990

沿革（写真）

17



• 2009年 自衛艦「むろと」見学

2005 ～ 2009

沿革（写真）

20

• 2005年 音読集会（初）開催• 2005年 音読集会（初）開催 • 2006年 JAL JETS 来校

• 2009年 お神輿練り歩き（日本人会秋祭り）

• 2009年 ビーチ清掃 • 2009年 スポーツ大会

• 1993年 習字教室

• 1999年 ラムラム山登山

1993 ～ 2002

沿革（写真）

19

• 1995年 キャンプ

• 2001年 山本亮治＆盲導犬ケイル来校

• 2002年 スクールバス（1990年運行開始）



• 2018年 ハロウィンイベント

• 2018年 夏祭り

2015 ～ 2018

沿革（写真）

22

• 2015年 春風亭ぴっかりさん来校• 2015年 春風亭ぴっかりさん来校

• 2016年 始業式

• 2016年 日本文化の体験（茶道）• 2016年 日本文化の体験（茶道）

• 2017年 サイエンス教室
　　　　（大阪成蹊大学：福岡亮治先生）

• 2012年 校外学習• 2013年 書き初め展

2012 ～ 2013

沿革（写真）

21

• 2013年 日本文化の体験（餅つき・けん玉）



1993年度 20周年記念誌
「20年の歩み」

沿革（刊行物）

24

※ 2007年度よりカラー印刷で配布
　 2019年度より休刊
　 2021年12月 第93号より復刊

（第95号）

• 1987年６月
　 広報誌創刊号発刊

• 同年11月 ＰＴＡ機関紙
　「かえん樹」第２号発刊

◉ 文集（年度末に在校生による手記を掲載）

◉ ＰＴＡ機関紙「かえん樹」（学期の節目に配布－年３回）

1986年度 文集第 １ 集発刊• 2007年度 文集第22号「ここなつ」として発刊（第36号）

2008年度 35周年記念誌
サブタイトル「繋」

◉ 記念誌（周年誌）◉ 「補習校だより」

【 11/28(木)、USJ (Universal Studios Japan) にて 】 
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にありがとうございました。

今後の予定 
12 月  7 日(土) 職員会議 

12 月 12 日(木) 学校理事会 
12 月 14 日(土) ケーキデコレーション 
12 月 21 日(土)  2 学期終業式 

修学旅行報告会 
（12/22～1/3 冬休み） 

1 月  4 日(土)  3 学期始業式、書き初め 
1 月  9 日(木) 学校理事会 
1 月 26 日(日) 第 3 回英検(1 次) 

2 月  1 日(土) スポーツ大会(午後) 
2 月  8 日(土) 第 3 回 漢字検定 
2 月 15 日(土) 補習校入学説明会 
2 月 22 日(土) 大阪成蹊大学海外演習 
3 月  5 日(木) 学校理事会 
3 月  7 日(土) 職員会議 
3 月 21 日(土) 卒業式、修了式 

(3/22～4/3 春休み) 
4 月 4 日(土) 入学式、始業式 

ケーキ・デコレーション大会 12 月 14 日（土） 12：15 ～１３：４０ 

12 月 14 日（土）に、PTA 主催ケーキ・デコレーション大会を行います。詳細は

11/23 配付のお知らせ「ケーキデコレーション大会のお知らせ」をご覧ください。 
 

グアム補習授業校 

2019 年度 No. 8 
12 月 7 日（土） 

裏面につづく 

    

 

 

急速な影響力 

校長  佐藤 康隆 
 

す。第１回目から１０年ごとに調査を行い単純に比較はできませんが、学校現場では発達障害

を含め障害のあるなしにかかわらず、児童生徒をめぐる様々な状況の変化がありました。それ

らを踏まえ、通常の学級に在籍する特別な教育的支援を必要とする児童生徒の実態と支援の状

にするためにこの 

「通常の学級に在籍する発達障害の可能性のある特別な教育的支援を必要とする児童生徒に

関する調査」（chrome-

extension://efaidnbmnnnibpcajpcglclefindmkaj/https://www.mext.go.jp/content/20221208

-mext-tokubetu01-000026255_01.pdf）が今年度実施されました。詳細は URL にて。 

 

年末年始に日本の学校へ訪問する機会がありました。数年前から急激に授業が難しい状況が

多くなったとのことです。３割程度の児童生徒が学習および学校生活にて配慮が必要であると

いわれております。単純に考えれば３０人の教室には１０名程度ということです！日本では

2011 年ごろからインクルーシブ教育の重要性に注目が集まり、通常学級にて配慮を要する児

童生徒も共に学ぶ方針が進んでいます。そのメリットやデメリットは多様です。ただ、現場に

直面している教師は対応できる能力があればよいのですが、そうでない場合は辞めていくなど

して淘汰されている現状でもあります。各クラスを参観した際に、その現状を肌で感じ、特に

教員志望が急激に減少していることもあり、何とかしなければという思いに駆られました。

様々な調査が実施され、以前はグレーであった部分が明確になり、特別な指導が必要な児童生

徒数がこの１０年間で２．５倍になったと報告書にあります。それは、それである意味よいこ

とでもあります。ただ、報告書の中には次のような記載もあります。 

【子供たちの生活習慣や取り巻く環境の変化により、普段から１日１時間以上テレビゲームを

する児童生徒数の割合が増加傾向にあることや新聞を読んでいる児童生徒数の割合が減少傾向に

あることなど言葉や文字に触れる機会が減少していること、インターネットやスマートフォンが

身近になったことなど対面での会話が減少傾向にあることや体験活動の減少などの影響も可能性

として考えられる。】 

子供たちのコミュニケーション能力が発達していかない原因は、日常の生活の中にも多く存

在しています。学校だけでなく、ご家庭でも気を付けて言葉や文字に触れる機会を増やすこと

は重要であると伝えています。 

 

本校では、現在児童生徒の数が減ってきています。しかし、少ないからこそできる教育もあ

ります。また、補習授業校ならではというわけではありませんが、一人一人の児童生徒そし

て、各家庭の目的や目指す目標が異なります。新しい年となり、これからは一人一人の児童生

徒、そしてご家庭の思いに沿った教育活動ができるよう努めていく思いを新たにいたしまし

た。 

本年もどうぞよろしくお願いいたします。 

 

平成２４年から１０年が経ちました。平成１４年に始まった調査からこれで３回目となりま

況を明らかにし、今後の施策の在り方等の検討の基礎資料

グアム補習授業校 
2023（令和 5）年度

No. １０  
１月１４日（土）  １

• 2019年 日本文化の体験（合気道）

• 2019年 ポスターコンテスト（日本人会秋祭り）

2019 ～ 2022

沿革（写真）

23

• 2022年 航空教室

• 2021年 オンライン授業

• 2022年 うちわコンテスト（日本人会秋祭り）

• 2021年 クリスマスイベント


